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研究成果の概要（和文）：本研究は、災害直後から支援できる看護の基礎的知識を理解した看護師育成のため
に、放射線災害看護を包含した看護基礎教育における災害看護教育プログラムの構築をはかることを目的とし
た。文献検討より「放射線災害看護の構成要素」の明確化をはかり（Step１）、放射線災害看護に必要な基礎知
識と看護実践の明確化を図るための半構造化面接を実施し、計量テキスト分析を用いて量的に分析を行った
（Step2）。そしてStep1・2の結果を統合し「放射線災害看護の教育内容」を明確にした（Step3）。これらを基
盤に、放射線災害看護の教育内容4項目を包含した災害看護学のモデルシラバスを作成した（Step4）。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to construct a disaster nursing education 
program in nursing basic education that includes radiation disaster nursing. We went through the 
following four steps. We clarified the "components of radiation disaster nursing" from literature 
reviews (Step 1). Next, we conducted a semi-structured interview to clarify the basic knowledge 
necessary for radiation disaster nursing and nursing practice(Step2). Then, we quantitatively 
analyzed using quantitative text analysis and clarified the "education content of radiation disaster
 nursing" (Step 3). By integrating these results, we created a model syllabus of disaster nursing 
that included four items of radiation disaster nursing education(Step4).

研究分野：災害看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2011年の東京電力福島第一原子力発電所事故を機に、放射線被ばくに関する地域の人々の健康不安・健康問題が
高まり、放射線災害に適切に対応できる看護職の育成の必要性や、看護基礎教育における放射線看護教育の必要
性が唱えられている。災害看護においても、放射線災害看護を組み入れた教育内容の見直しが喫緊の課題であ
る。本研究で作成したモデルシラバスの導入により、災害直後から支援できる看護師の育成に貢献できることが
予測される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1995年に発生した阪神淡路大震災を契機に、看護基礎教育における災害看護教育が重要視さ
れるようになり、主に大学を中心に災害看護を専門科目として独立させるための教育内容に関
する研究（神徳他，1996：西川他，1997：尾山他，2010）や、教育実践に関する研究（松本他，
2006）、災害看護教育プログラム構築に関する研究（山本他，2005）が行われてきた。2009 年
の第 4次改正新カリキュラムにおいては、統合分野の教育内容に新たに災害看護が設定された。
看護基礎教育における災害看護の教育内容の充実の必要性が求められ、災害時に活動できる人
材育成への関心が高まり、災害看護に関する研究や教育への関心が高まっている。災害看護教育
は、2014年からは看護基礎教育や現任教育のみならず、大学院教育における 5年一貫の共同教
育課程として、災害看護グローバルリーダー養成プログラム（Disaster Nursing Global Leader 
Program : DNGL)が開始され、高度な実践能力かつ研究能力を兼ね備え、国際的・学際的指導
力を発揮する人材育成が進められている。 

2011年 3月に発生した東日本大震災による、東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、原
発事故）の経験により、災害看護領域における、放射線災害看護の重要性が認識された。原発事
故後より、放射線に関連した健康不安を抱える住民への対応の必要性（北宮，2011：冨澤他，
2015：佐藤他，2016）や、看護職の知識不足が課題とされ（井上他，2011：森島他，2012：笹
竹他，2017）、放射線に関連した知識と看護実践の必要性は、地域看護・公衆衛生領域へと拡大
した（松川他，2014：奥田他，2013）。原発事故直後から約 1週間は、放射線に関連した初期対
応に追われ、災害時要援護者（要配慮者）対策や避難所等の感染症対策をはじめとする災害対策
全般への着手に遅れが生じた地域が存在したことから、災害時要援護者（要支援者）に関わる地
域の医療・福祉関係機関の専門職に対する放射線に関する研修の必要性も唱えられている（奥田
他，2013）。このような背景の中で、日本の看護基礎教育においては、放射線災害に適切に対応
できる看護職の育成が唱えられる一方で、災害看護教育に必要な放射線災害看護に関する教育
内容の明確化がされていない。また、放射線災害や放射線看護の教育に関連した研究においては、
看護学生の放射線に関する知識不足（太田，2001：新宮他，2010）や、看護教員や保健師を含
めた看護職の放射線に関する知識不足が明らかとなっており（吉田他，2016：井上他，2011：
Kusama，2016）、看護基礎教育における放射線の基礎知識の必要性が述べられている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、先行研究により明らかとなった放射線災害看護の構成要素と、放射線災害看
護実践者の経験知より明らかとなった看護学生に必要な放射線災害看護の基礎知識を対比検討
し、災害看護の教育内容に放射線災害看護に関する教育内容を包含したモデルシラバスの作成
を行い、災害看護学の学術的体系化を図ることである。 
 本研究では放射線災害看護を災害看護教育に導入するために、放射線災害看護の構成要素お
よび必要な知識と看護実践について明らかにすることを目的に、Step1、Step2、Step3 の 3 段
階で研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
【Step1：「放射線災害看護の構成要素」の明確化】 
1）目的：｢放射線災害看護｣に関する国内文献の分析から、｢放射線災害看護｣の構成要素の明確
化を図り、災害看護教育において必要な放射線災害看護の教育内容に対する示唆を得る。 
2）方法：医学中央雑誌 Web 版、最新看護索引 Web 版、CiNii Articles、看護テキストを検索し
た。キーワードは｢放射線災害｣｢原子力災害｣｢放射線事故｣｢被ばく医療｣｢特殊災害｣「NBC 災害」
とそれぞれ全てに｢看護｣を組み合わせて、174 件の文献を抽出した。文献種類別に年次推移等を
概観後、放射線災害と看護に特化した看護実践に関する記述を抽出しテキストデータ化し形態
素分析を行った。次に計量テキスト分析(KH Coder Ver.3.0.0.0)を用いて階層的クラスター分
析を行い、各クラスターの特徴を表すネーミングを複数で確認した。 
【Step2：看護学生に必要な放射線災害看護の基礎知識の明確化】 
1）目的：放射線災害医療や被ばく医療の実践者の経験知から、看護職、看護学生および看護教
員に必要な放射線災害看護に関する基礎知識と看護実践について明らかにする。 
2）方法： 
(1）対象者：放射線災害看護または被ばく医療に携わる有識者 14 名。 
(2）データ収集方法：インタビューガイドを用いて、『(1)放射線災害時に必要な看護職の知識と
看護実践』『(2)看護学生に必要な基礎知識』について半構造化面接を行った。 
(3）分析方法：研究Ⅰと同様に計量テキスト分析を用い、形態素分析後、階層的クラスター分析・
対応分析・共起ネットワーク分析を行い、抽出語の関連性分析を行った。 
(4）倫理的配慮：対象者に対して十分な説明と同意を行い、日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った(承認番号：28-114)。 
【Step3：「放射線災害看護の教育内容」の明確化】 
Step1 の「放射線災害看護の構成要素」と Step2 の『看護学生に必要な基礎知識』を対比統合し、
看護基礎教育における「放射線災害看護の教育内容」を明確にする。 
【Step4：放射線災害看護を包含した「災害看護学」のモデルシラバスの作成】 
Step3 で作成した「放射線災害看護の教育内容」と災害看護学の教育内容として、平成 29 年に



文部科学省より提示された『看護学教育モデル・コア・カリキュラム』の「Ｅ-3災害時の看護実
践」の学修目標と対比させ、「災害看護学」モデルシラバスを作成した。 
 
４．研究成果 
【Step1：「放射線災害看護の構成要素」の明確化】 
1）結果：関連文献は 1996 年より確認され、2010 年までは年間 0～3編程度であったが、2011 年
の原発事故後から増加し、2013 年をピークに減少傾向が示された。文献種類は、解説/特集が 83
件と最も多かった。看護実践に関する内容について形態素分析の結果、文章数 174、総抽出語数
11,012 語、分析対象語数 5,936 語であった。出現回数 25 回以上の上位 45 語を用いて階層的ク
ラスター分析を行った結果、《被ばく医療と患者受け入れ体制》《放射線被ばくによる影響と放射
線防護・リスクマネジメント》《避難住民への健康支援》《放射線影響に関するこころのケア》《看
護活動に必要な放射線の基礎知識》《原発事故に備えた災害対策》の 6クラスターが示された。
合計単語出現回数を見ると《放射線被ばくによる影響と放射線防護・リスクマネジメント》が最
多の 1,159 回であった(表 1)。 
2）考察：解説/特集が増加していることは、放射線の知識を看護職者に啓発すると共に、放射線
災害時の看護職の役割について認識を深めていくことが喫緊の課題であったことがうかがえる。
階層的クラスター分析の結果抽出された 6 クラスターは、奥田らの放射線災害時に備えた保健
活動に必要な教育内容と類似した結果であり、｢放射線災害看護の構成要素｣となり得ると考え
られる。さらに合計単語出現回数の多さから、《放射線被ばくによる影響と放射線防護･リスクマ
ネジメント》は、最も重要な要素であることが示唆された。 
【Step2：看護学生に必要な放射線災害看護の基礎知識の明確化】 
1）結果： 
（1）対象者の背景：放射線災害医療等の専門医 2名、放射線災害医療に携わった看護系大学教
員 7 名および病院勤務の看護師 4 名と診療放射線技師 1 名の 14 名。医療職歴平均年数は 15.6
年。10名が放射線災害医療支援経験者であった。 
（2）階層的クラスター分析：『(1)看護職に必要な知識と看護実践』：形態素分析の結果、文章数
348、総抽出語数 11,878 語、分析対象語数 4,054 語であった。出現回数 15 回以上の上位 44 語を
用いて分析した結果、[原子力発電所事故による放射線災害][被ばく医療][放射線の健康影響に
対する不安の軽減][看護職の役割][放射線診療と看護][避難住民への対応]ﾉ 7 カテゴリーが示
された。[放射線の健康影響に対する不安安の軽減] の合計単語出現回数が最多で 343 回であっ
た。『(2)看護学生に必要な基礎知識』：形態素分析の結果、文章数 534、総抽出語数 15,068 語、
分析対象語数 4,521 語であった。出現回数 15回以上の上位 38語を用いて分析した結果、[放射
線診療と看護][放射線の基礎と放射線災害時の対応][放射線防護の基本][被ばく医療][放射線
の健康影響]の 6カテゴリーが示された。[放射線の基礎と放射線災害時の対応]の合計単語出現
回数が最多で 949 回であった。 
2）考察：計量的テキスト分析の結果、『(1)看護職に必要な知識と看護実践』は 7項目で構成さ
れ、その中でも[病院の放射線災害対応マニュアル]と[放射線の健康影響に対する不安の軽減]
の重要性が示された。『(2)看護学生に必要な基礎知識』は 6項目で構成され、その中でも[放射
線の基礎と放射線災害時の対応]と[放射線の健康影響]および[放射線防護の基本]の重要性が示
された。さらに、放射線災害看護に関する｢演習｣や｢実習｣の必要性が示唆された。 
【Step3：「放射線災害看護の教育内容」の明確化】 
Step1 の「放射線災害看護の構成要素」と Step2 の『看護学生に必要な基礎知識』を対比統合
した結果、「放射線災害看護の教育内容」4項目が明確となった（表１）。対応結果から、看護基
礎教育における『放射線災害看護の教育内容』として、1.放射線の基礎知識、2.放射線の健康影
響と放射線被ばくリスクアセスメント、3.避難者への健康支援・こころのケアとリスクコミュニ
ケーション、4.原発事故に備えた災害対策と被ばく医療体制の 4項目が示された。さらに、それ
ぞれの項目について「放射線災害看護の構成要素」を構成する語句を参考に、具体的な教育内容
を作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【Step4：放射線災害看護を包含した「災害看護学」のモデルシラバスの作成】 
平成 29年 10 月に文部科学省より示された「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」中項目
E-3「災害時の看護実践」の学修目標を踏襲しモデルシラバスを作成した。科目名は「災害看護
学」とし、必修科目、2単位 30 時間を設定した。授業の概要は【1.自然災害、人為的災害（放射
線災害を含む）等、災害時の健康危機に備えた心構えと看護の方法を学び、平常時から地域全体
で備えるとともに、被災時に被災地域や被災者に必要な看護について理解する。】、【2.災害時の
安全なケア環境の提供について理解する。】とした。授業の到達目標は、既存の 11 項目について
検討し、「放射線の基礎知識および放射線災害が及ぼす健康影響について把握する方法を理解で
きる」を新たに追加して 9項目に整理した（表 2）。 



内容的妥当性の検証として、看護系大学において災害看護学教育を実践している教員 5名（そ
のうち 1 名は保健師教育）と災害看護専門看護師１名へのフォーカスグループインタビューに
て実行可能性を検討した。その結果、今回作成したモデルシラバスにおける放射線災害に関する
内容については、災害看護学のシラバスに組み入れるために必要最小限な内容であることが参
加者の納得のもと了承された。一方で、災害看護教育に関する内容については、様々な意見が交
わされた。それぞれの教育機関の社会的環境や災害履歴、時代背景により、教育内容も異なって
くることが想定されるため、災害看護教育に関する内容は、画一化しないこと。例えば、近隣に
災害拠点病院や防災センターがあり、移動手段や時間調整が可能であれば演習として病院見学
や防災センター見学を組み込むことも可能である。また、本モデルシラバスに組み込んだ、救急
蘇生法 BLS や応急救護の演習は、成人看護学の講義に組み入れている教育機関もあることが意
見として交わされ、各教育機関において自由に検討することが望まれる。 
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